
群馬県林業労働力の確保の促進に関する基本計画の概要について

計画の位置づけ・計画期間

【国】（農林水産大臣）
（厚生労働大臣）

【県】

林業労働力の確保の促進に関する法律
基本方針（法第３条）
・林業における経営及び雇用の動向に関する事項
・林業労働力の確保の促進に関する基本的な方向
・事業主が一体的に行う雇用管理の改善及び事業の合理
化を促進するための措置並びに新たに林業に就業しようとす
る者の就業の円滑化のための措置に関する事項
・その他林業労働力の確保の促進に関する重要事項

群馬県森林・林業基本計画
2021～2030

新・群馬県総合計画

群馬県林業労働力の確保の促進に関する基本計画（法第４条）
〇林業における経営及び雇用の動向に関する事項
〇林業労働力の確保の促進に関する方針
〇事業主が一体的に行う雇用管理の改善及び事業の合理化を促進する
ため措置に関する事項

〇新たに林業に就業しようとする者の就業の円滑化のための措置に関する
事項

〇事業主の認定に関する事項
〇その他林業労働力の確保の促進に関する事項（林業労働力確保支
援センター 等）

■R1林業従事者数 ６７０人
■R1平均就業日数 ２０４日
■R1素材生産性 ４．６2ｍ3/人日
■R1高性能林業機械所有台数

２０４台
■認定事業体数（R2.4） ５１事業体
■R1新規就業者数 ３９人
■R1離職者数 ２７人
■推定平均年収
※H28調査結果 ３15万円／年

■R1林業労働災害（死傷年千人率）
２０．８％

※全産業平均の約9倍

「高コスト体質からの脱却、収益性の向上による林業の自立」
を支える林業従事者の確保・育成及び林業事業体の強化

基本方針の方向性
１林業を知ってもらう（ミスマッチの解消）
２林業教育の充実
３林業事業体の情報発信の強化
４就業相談の充実

■新規就業者の確保

■林業従事者の育成、技術の向上

■雇用の改善

（主な施策）

①募集採用の改善（ハローワーク、求人WEBサイトの活用）

②情報発信の強化（群馬県林業労働力確保支援センターの発信力強化）

③人材の発掘支援（就業相談、ガイダンス、ツアーの開催）

④人材の確保支援（農林大学校への支援強化）

群馬県林業労働力の現状・課題

目 標

就
業
前

就

業

後

【課題】

・新規林業従事者の確保が困難
・定着率が低く、離職者が多い
・低い収入
・労働災害が多い
・低い素材生産性

基本方針の柱
〇新規就業者の確保 〇林業従事者の育成、技術の向上 〇雇用の改善
〇労働安全衛生の推進 〇事業の合理化、安定化

基本方針の方向性
１基礎的技術の習得
２現場責任者の育成
３作業内容や習熟度に応じた技術習得

基本方針の方向性
１雇用管理の改善
２福利厚生の充実
３労働環境の改善

■労働安全衛生の推進

■事業の合理化、安定化

基本方針の方向性
１労働安全に関する意識改革
２林業現場の安全指導
３傷病対策の推進

基本方針の方向性
１事業量の安定的確保
２労働生産性の向上

計画期間 （主な施策）

①教育訓練の充実（OJTの充実、高性能林業機械研修等の開催）

②指導者の育成（職長教育の実施）

③林業従事者のキャリア形成（緑の雇用（FW・FL・FM）事業の活用）

④女性林業従事者の活躍推進、高年齢従事者の活躍推進

（主な施策）

①雇用管理の改善（雇用管理研修会の開催、経営体能力評価システム導入）

②福利厚生の充実（市町村を通じた雇用主支援、社会保険等の加入促進）

③雇用の安定化に向けた労働条件の改善

（主な施策）

①安全衛生管理体制の徹底（管理者の選定、リスクアセスメントの実施）

②林業労働災害防止対策（林業現場の安全巡回指導、伐倒練習機の活用）

③傷病対策の推進（振動障害対策の推進、蜂アレルギー対策の推進）

（主な施策）

①林業事業体等の体制強化（団地化の推進、森林経営計画作成支援）

②労働生産性の向上（低コスト作業システムの導入支援、機械化の推進）

令和３年度～令和７年度（５か年）

目標指標 令和７年度までに林業従事者数750人


